
第２回 吉野川流域治水協議会（中流） 議事概要 

 

１．日時：令和 2 年 9 月 29 日(火) 15:00～15:30 

 

２．場所：Web 会議 

 

３．協議会構成員 

美馬市 市長 藤田 元治 

三好市 市長  黒川 征一 

つるぎ町 町長  兼西 茂（代理：副町長  大垣 浩志） 

東みよし町 町長  松浦 敬治 

徳島県 県土整備部長  貫名 功二（代理：次長  榎本 茂樹） 

徳島県 西部総合県民局 県土整備部長  旭 仁史（代理：次長  南 利治） 

水資源機構 池田総合管理所長  足達 謙二 

四国地方整備局 徳島河川国道事務所長  新宅 幸夫 

四国地方整備局 吉野川ダム統合管理事務所長  福田 浩 

 

４．配付資料 

議事次第 

（資料１） 吉野川水系流域治水プロジェクト【中間とりまとめ（案）】 

（資料２） 今後の進め方（案） 

（参考資料）吉野川流域治水協議会 規約 

 

５．議事概要 

・「吉野川流域治水プロジェクト」の策定に向けて、中間とりまとめ（案）及び流域治水プロジェク

ト策定に向けた今後の進め方（案）を説明し、了承を得た。 

・吉野川中流域の４市町における流域対策の検討状況や、参考となる事例について情報交換を図った。 

 

 《各市町における流域対策の検討状況等》 

 １）つるぎ町 

 ・無堤地区解消に向けて国土交通省と合同で地域の方々と調整中。 

 ・つるぎ町災害危険区域に関する条例制定を予定している。災害危険区域に指定される既存住家の浸

水対策を行うため、協議・調整中 

 ・今年度中に「防災ハザードマップ」を改訂するべく、現在作業中。 

 ２）美馬市 

 ・洪水編・土砂災害編ハザードマップを最新の情報に更新し、内水編ハザードマップの作成、ため池

ハザードマップや指定避難所の状況も追記した総合的なハザードマップに更新予定。 

・あわせて、新型コロナウイルス感染症拡大防止のための分散避難等、家庭でできる防災対策も含め

た美馬市防災の手引きを令和 3 年度中に市内全戸に配布予定。 



 ・今年度配備予定の排水ポンプ車については、本市内だけではなくて、市外や県外の後方支援を視野

に入れており、その機動性を活かして運用を検討中。 

 

３）三好市 

・平成 31 年 4 月に作成した三好市防災ハザードマップを活用し、防災講座を断続的に開催。 

 ・準用河川や普通河川において、緊急的な処置が必要な箇所の浚渫を今年度内に予定。 

 ・一方で、吉野川の未改修区間では、流下・貯留機能の阻害要因となる箇所が多く存在している。 

・国土交通省には、河川施設内状況把握、河川整備への協力をお願いしたい。 

 

 ４）東みよし町 

・加茂第一堤防の吉野川支流の山口谷川堤防がすでに完成済みだが、国道 192 号線とＪＲにはさまれ

た低い土地の内水対策が課題となっている。 

・当該箇所を残土処理場とすることで、堤防の補強、農地の嵩上げを図り、水害による甚大な被害を

回避出来るような計画を実施中。 

・この事業が流域治水を推進していくものであると思われるため、このような事業に対しても補助等

をお願いしたい。 

 

 《各市町の取り組みに対する意見》 

 １）徳島河川国道事務所 

 ・ハザードマップは非常時・災害時に重要なツールになる。住民に身近に感じていただけるよう勉強

会を開催するなど、周知していただきたい。 

 ・無堤地区の解消に資する対策は国と市町が連携して地域の安全性を高める必要がある。河川改修事

業とあわせて、土地利用規制等にも取り組んで頂きたい。 

 ・東みよし町の山口谷川の内水対策のような対応への補助の要望について、本省に伝えていきたい。 

 

 

以上 


